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1. はじめに 

 

近年，大学などの授業において，講義型の授

業だけでなく e ラーニングとのブレンディング

や PBL(Project-Based Learning)など様々な工夫

が行われている．筆者らは，オンキャンパスの

対面授業に e ラーニングの考え方を導入した

「セルフラーニング型授業」と呼ぶ授業形態[1]

や，学習管理システム(LMS)を活用した個別学習

とチームでのモデリング作業といった協調学習

から構成する授業形態[2]を提案し，実践によっ

て有効性を示してきた．これらの他にも多くの

大学で様々な形での授業実践が試みられており，

成果をあげている授業方法を参考にして授業を

工夫することによって学習の効果を高めること

が期待できる． 

本研究は教員間で授業のデザインを共有する

ために，他の教員が実践可能な程度に詳しく授

業デザインを記述する方法を提案することを目

的とする．対象となる学習者や学習内容などの

状況に応じた授業の設計，教材や学習活動の工

夫など，授業の実践例を収集し，実際に記述し

て，記述項目やその方法について検討する． 

 

2. 授業デザインの記述方法 

 

国際的には，授業の設計を記述する方法とし

て，ラーニングデザイン（LD）[3]が注目を集め

ている．ラーニングデザインは EML(Educational 

Modeling Language)をベースに国際標準化団体

IMS が標準規格化した規格で，学生中心型の学習

活動のシーケンスを説明する枠組みおよびシス

テムを提供する． 

 
 

 また，ラーニングデザインを記述するツール

としては，学習活動のパーツを組み合わせるこ

とで学習活動の流れや具体的な実施条件を記述

することができる LAMS ( Learning Activity 

Management System )がある．LAMS は協調学習の

流れを示したり，実際の授業実施に用いること

ができるが，学習者が別々の学習活動を行うな

どの細かい記述に難しい点がある． 

 その他にも，情報システムなどをモデルとし

て記述する標準化された言語の一つ UML(Unified 

Modeling Language)がある．これを用いると

個々の学生たちが同時に別々の活動を実施した

場合の記述が可能なため，UML での記述を試みた．

しかし，UMLを用いて記述したり UMLで書かれた

ものを理解したりするためには，UML の知識の習

得がある程度必要であり，教員間での共有には

難がある． 

 以上の調査や試行から，教員間で参照し合う

ことを目的とする場合は，文書として記述する

のが適切であると考えた．そこで，記述項目を

定義し，その項目に沿って文章で記述する方法

を試みることとした． 

 

3. 研究方法 

 

 以下に示す方法で研究を進めている．まず筆

者らの実践を基に記述し，記述項目を検討した．

一応の記述項目が整理できたため，それらの項

目を埋めるために調査項目を決定した．調査項

目に沿って調査を行って提案する記述項目につ

いて記述し，現在は(4)と(5)の段階である． 

(1) 記述項目の検討 

(2) 調査項目の決定 

(3) 調査の実施 

(4) 記述項目に沿った調査内容の記述 

(5) 記述内容の自己評価と記述項目の修正 

(6) 記述内容の第三者による評価と修正 

(7) 記述項目の提案 
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4. 提案する記述項目と記述方法 
  

 前章の(1)の記述項目の検討の成果として，教

員間で授業実践を共有してそれを参考に自分の

授業へ適用するために必要な記述項目として，

以下の(1)から(4)までの 4つを提案する． 

 

(1) 授業設計のポイント：教授者が授業の設計

にあたって問題点と考えた「状況」へどの

ような「方法」をもって対応しようとした

か，教員がめざしていること，そのために

行っている工夫などを述べる．  

(2) 学習・教授活動の構成：実際に授業に導入

するのに必要な情報である． 

（2.1）教員・学生の活動とその順序 

事前事後学習も含めて，学生と TA を含めた

教員スタッフが行う活動を時間軸に沿って

述べる． 

（2.2）教員・学生の活動の補足説明 

前項での記述した活動について，どのよう

な活動なのか，内容や実施の条件などにつ

いて具体的に説明する． 

（2.3）学習活動のねらい 

前項で記述した活動について，その活動を

導入している理由，どのようなことを期待

して導入しているのかについて述べる．  

(3) 実践の結果：どのような効果があったかに

ついて，数値データや，教員の主観によっ

て記述する．改善したい点に効果的な実践

を探すことができると考える． 

(4) シラバス，参考にした理論や方法など 

 

 これらの中でも授業設計のポイントや学習活

動のねらいの項で，学習活動がうまくいくため

になされているさまざまな工夫の詳細を記述す

ることは，授業実践例を参考にして何をどのよ

うに導入するのかを決めるために重要である．

これらは文章で記述することが適切と考える． 

 

5. 授業実践例の調査と記述 
  

前章で述べた記述項目と記述方法に基づいて

授業実践例の調査を行った．準備した調査項目

に沿って 5 名の教員に対してインタビュー調査

を行った．調査した授業の特徴を表 1に示す． 

調査結果に基づいて授業デザインの記述を試

みた．記述例を挙げると，表 1 の 3 の授業の授

業設計のポイントには「学習内容をより定着さ

せ，深化させ，発展させるためにグループワー

ク，リフレクション，直感的教材の導入，教育

支援システムの利用，の４項目を実施してい

る」といった記述がある．表 1 の 4 の授業の学

習活動のねらいには「活動：グループごとに資

料を音読，ねらい：自分でテキストや資料が読

めるようになること．わからないところに気づ

き，わからないところがあった場合の対処方法

を知る」といった記述がある． 

実際に記述してみてわかったことは，教員・

学生の活動については授業全体の流れを示すと

ともに細かな補足説明を必要とする場合がある

ことと，授業の枠を超えるようなこと，たとえ

ば学生補助員の育成方法やカリキュラムの中で

の科目の位置づけなどが，授業実践の成果に大

きく関わる可能性があることであった． 

 

表 1 調査授業の特徴 

1 LMS を用いたセルフラーニングとグループ

の討議により学習内容を習得し，協調して

問題に取り組むことに慣れる授業 

2 学生補助員を活用し，Web テストで理解度

を可視化する講義と演習の一体型授業 

3 グループワークとリフレクションによって

自立的に知識を構築する力をつける授業 

4 グループで音読し課題に取り組むことで，

資料を読み解く力をつける授業 

5 コンテンツと確認テストによる半反転授業 

6 テキストの eラーニング化による反転授業 

 

6. おわりに 
  

本稿では，教員間で実践の共有を目的とした授

業デザインの記述方法と授業実践の記述の試みに

ついて述べた．今後は，記述したものが実践の参

考になるかを第三者による評価を行って，必要が

あれば記述項目を修正する予定である．また，提

案した記述項目による授業実践の収集と共有が課

題となる． 
  

 本研究は科研費（24501211）の助成を受けた

ものである． 
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